
（1） 令和６年３月　　第８３号

　甲運地区を中心に、ぶどう棚の掛け替えや修繕、剪定等の作業を請け負う皆さ
んです。望月典雄さん（後列左端）がリーダーで、現在、10名程度の方々が参
加をしています。
　特産である「ぶどう」の栽培振興のため、高齢者農家への支援と若手就農者へ
の技術継承を目的に日々活動をしています。

○中山間地域等直接支払制度、多面的機能支払制度、

　水田活用直接支払交付金の交付対象水田見直し、

　収入保険の保険料等への補助金、農地の適正な管理	 ２

○農地銀行制度の運用が変わります、賃借料情報、農作業臨時雇賃金等標準額	 ３

○普及センターコーナー	 ４

○野焼き時の注意、農機具の貸出、農業者年金	 ５

○祝・甲府市農業賞、野生の鳥獣による農作物の被害を抑えるために	 ６

おもな内容
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甲府市は（SDGs）を
支援しています



（2）令和６年３月　　第８３号 甲府市農業委員会だより

　

こ
の
制
度
は
、
農
業
生
産
条

件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
等
に

お
い
て
、
集
落
等
を
単
位
に
、

農
用
地
を
維
持
・
管
理
し
て
い

く
た
め
の
取
り
決
め

（
協
定
）

を
締
結
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て

農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
場
合

に
、
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

　

こ
の
制
度
は
、
農
業
者
と
地

域
住
民
が
農
地
、
水
路
、
農
道

な
ど
の
地
域
資
源
を
共
同
で
維

持
・
管
理
し
て
い
く
た
め
の
取
り

決
め

（
協
定
）
を
締
結
し
、
そ

れ
に
し
た
が
っ
て
活
動
す
る
組
織

に
、
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

　

国
か
ら
、
令
和
４
年
度
以
降
、

５
年
間

（
令
和
４
年
～
８
年
）

で
一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
て

い
な
い
交
付
対
象
水
田
は
、
令

和
９
年
度
か
ら
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
が
支
払
わ
れ

な
く
な
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「水
田

活
用
直
接
支
払
交
付
金
交
付
対

象
水
田
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

対
象
農
家
の
皆
様
に
送
付
を
し

ま
し
た

「
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
申
請
関
係
書
類
」
に
同

封
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
窓

口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

　

本
市
で
は
、
自
然
災
害
の
ほ

か
、
け
が
、
病
気
に
よ
る
作
業

不
能
、
価
格
の
低
下
な
ど
農
業

者
の
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
要

因
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合
の

支
援
を
す
る
た
め
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、

保
険
料
及
び
事
務
費
の
10
分
の

１
を
補
助
し
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

収
入
保
険
の
仕
組
み

『加
入
条
件
』

　

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

『お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
』

　

①  

基
準
収
入
の
８
割
以
上
の

収
入
が
確
保
さ
れ
る
。

　

②  

保
険
料
等
に
国
の
手
厚
い

補
助
が
あ
る
。

　

③  

大
き
な
損
害
発
生
時
に

は
、
無
利
子
の

「
つ
な
ぎ

融
資
」
が
受
け
ら
れ
る
。

 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
支
所

　 

☎
０
５
５
３

（２
２
）
５
０
５
６

　

令
和
５
年
度
の
農
地
利
用

状
況
調
査
で
、
甲
府
市
の
全

農
地
の
調
査
を
し
た
面
積
は

１
、６
８
８
　　

ha
で
し
た
。

　

こ
の
う

ち

遊

休

農

地

は

３
８
０
・
６
　

ha
あ
り
、
遊
休
化
率

は
22
・６
％
で
し
た
。

　

雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
っ
た
状

態
の
遊
休
農
地
は
、
害
虫
の
発
生

や
ご
み
の
不
法
投
棄
が
さ
れ
た
り
、

煙
草
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
火
災
も

考
え
ら
れ
、
周
辺
の
住
民
や
農
地

に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
モ
ア

（
除
草
機
）
を
遊
休

農
地
解
消
の
目
的
で
使
用
す
る

方
に
、
一
定
条
件
の
も
と
、
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
用
機
械
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
は
、
就
農
支
援
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

　

農
地
法
で
は
、
農
地
は
所
有

者
ま
た
は
借
人
が
農
業
上
の
適

正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保

す
る
よ
う
に
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

支払率（９割を上限として選択）

（注）５年以上の青色申告実績がある方の場合

基準収入

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で
補てん

保険期間
の収入

１００％

９０％

８０％収
入
減
少

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

多
面
的
機
能
支
払
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

の
交
付
対
象
水
田
見
直
し
に

つ
い
て

農
地
の
適
正
な
管
理
を

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

収
入
保
険
の
保
険
料
等
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

周
辺
の
住
民
や
農
地
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す

農
地
の
管
理
は
所
有
者

ま
た
は
借
人
の
責
任
で
す

令和５年度実績令和５年度実績

協 定 者 6集落

協 定 参 加 者 87名

協 定 面 積 165,543㎡

交 付 金 額 2,384,510円

令和５年度実績令和５年度実績

協 定 者 2集落

協 定 参 加 者 132名

協 定 面 積 203,800㎡

交 付 金 額 663,340円



（3） 甲府市農業委員会だより 令和６年３月　　第８３号

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起 ・ 代かき
山間地 17,800 円

１０ａ当たり
平坦地 16,800 円

耕　起
山間地 10,900 円

１０ａ当たり
平坦地 9,900 円

代かき
山間地 11,000 円

１０ａ当たり
平坦地 10,000 円

機械田植

（苗代別）

山間地 11,500 円
１０ａ当たり

平坦地 10,500 円

稲刈機械 （バインダー） 11,100 円
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 12,500 円
１０ａ当たり

平坦地 11,500 円

稲刈 ・ 脱穀 （コンバイン） 21,900 円
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果 樹 （ 剪 定 ） 12,300 円 １日当たり

ブドウの棚補修 17,000 円 １日当たり

一 般 農 作 業 8,100 円 １日（8時間）当たり

備

考

(1)　 本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の
条件や作業条件などを勘案して、 当事者間の協議
により決定することを前提としております。 なお上記
以外の作業についても協議のうえで決定してください。

(2)　標準額は、 消費税込みです。

　令和５年に公告及び許可された農地賃貸借契約に

おける賃借料を次のとおりまとめましたので、 ご参考にし

てください。 （10 ａ当たり）

※ 1　 金額は、 算出結果を四捨五入し、 100 円単位とし
ている。     

※ 2　 表中の数値は、 平均額の± 70％ (× 0.3)(×1.7)
を逸脱するデータを除いてある。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲 旧甲府市(平坦地) 14,900円 27,700円 8,700円

野　菜
（スイート

コーン含む）

旧甲府市(平坦地) 11,100円 17,100円 5,200円

旧甲府市(山間地) 4,000円 4,000円 4,000円

旧中道町 10,800円 17,600円 3,600円

ナ 　 ス
旧甲府市(平坦地) 6,600円 10,200円 3,900円

旧中道町 9,200円 10,000円 6,200円

ブ ド ウ

旧甲府市(平坦地) 17,300円 30,600円 5,900円

旧甲府市(山間地) 12,500円 20,300円 5,300円

旧中道町 13,700円 26,300円 8,900円

モ 　 モ 旧中道町 9,900円 16,600円 4,500円

地域区分がない作物については、 当該期間 （令和５年

中） での賃借データ （５件以上） はありませんでしたので、

上記他地域をご参考にしてください。

（単位 ： 円）

　農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、 農地を貸

借する方法は、 現行の農地銀行制度を利用する方法か

ら農地中間管理機構を利用する方法に運用を変えます。

　現行の農地銀行制度を利用する貸借方法の新規及

び再設定等の申出の内容は令和 7 年 1月 8日までとし

ます。

　なお、 現行の農地銀行制度により設定した貸借の内

容は、 貸借期間が満了するまで有効になります。

令和６年版  甲府市賃借料情報令和６年度  農作業臨時雇賃金等標準額

農地銀行制度の運用が変わります

農地の貸借の方法農地の貸借の方法

申出日

①現行の

農地銀行を

利用

②農地中間

管理機構を

利用

～令和７年

１月８日
○ ○

令和７年

１月９日～
× ○

現在の農地銀行を
利用した貸借と所有権移転

現行の農地銀行を
利用した貸借

土地の
所有者

借りる人

貸借

貸借 貸借
土地の
所有者

借りる人

山梨県農地中間管理機構

現在の農地銀行を
利用した貸借と所有権移転

農地中間管理機構
を利用した貸借

①① ②②



シモコンの作り方

（4）令和６年３月　　第８３号 甲府市農業委員会だより

凍
霜
害
は
被
害
を
受
け
る
と

収
量
や
品
質
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
強
い
寒
気
が
見

込
ま
れ
る
時
に
は
事
前
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　 

果  

樹

［ 

事
前
対
策 

］

★
ブ
ド
ウ
の
ホ
ー
ス
栽
培
で
は
、

基
部
の
２
芽
を
被
覆
せ
ず
被
害

発
生
時
の
予
備
と
す
る
。
ま
た
、

展
葉
始
め
以
降
に
低
温
や
凍
結

の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、

ホ
ー
ス
を
除
去
す
る
。

★
強
い
寒
気
団
が
停
滞
し
て
い

る
場
合
は
、
シ
モ
コ
ン
等
の
灯
油

や
練
炭
の
燃
焼
に
よ
る
対
策
も

取
り
入
れ
る
。

★
シ
モ
コ
ン
は
空
き
缶
に
燃
料
を

入
れ
る
燃
焼
法
で
あ
る
が
、
使

用
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
注

意
す
る
。

・燃
料
は
灯
油
を
使
用
す
る
。

・
10
ａ
当
た
り
30
カ
所
以
上
設

置
し
、
気
温
１
℃
を
目
安
に
燃

焼
す
る
。

・
気
温
が
上
昇
し
危
険
が
去
っ
た

時
点
で
早
め
に
消
火
し
、
必
要

以
上
の
煙
を
出
さ
な
い
。

・
燃
焼
法
で
の
注
意
点
は
、
古
タ

イ
ヤ
、
廃
油
等
の
バ
イ
煙
が
多
量

に
発
生
す
る
資
材
は
法
律
や
条

令
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
燃

や
さ
な
い
。

［ 

事
後
対
策 

］

★
凍
霜
害
発
生
時
や
開
花
期

の
低
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
下
向
き
の
花
を
中
心
に
丁

寧
な
人
工
受
粉
を
行
い
、
安
定

し
た
結
実
を
確
保
す
る
。
開
花

期
が
低
温
で
経
過
す
る
場
合
に

は
、
開
花
期
間
が
長
く
な
る
も

の
の
結
実
率
は
低
下
す
る
た
め
、

受
粉
回
数
を
増
や
す
。

★
被
害
発
生
樹
で
は
、
結
実
状

況
や
新
梢
等
へ
の
被
害
程
度
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

摘
花
・
摘
果
・
芽
か
き
・
摘
房
等

の
作
業
を
行
う
。

★
果
実
が
低
温
を
受
け
る
と
、

奇
形
果
、
さ
び
果
、
生
理
落
果

が
発
生
す
る
の
で
、
摘
果
作
業
は

注
意
し
て
行
う
。

★
立
木
果
樹
で
は
、
樹
冠
下
部

の
被
害
が
発
生
し
や
す
い
。
樹
冠

下
部
の
着
果
量
が
少
な
い
場
合

に
は
上
部
の
着
果
量
を
や
や
多

く
す
る
。
特
に
着
果
量
の
少
な
い

樹
で
は
、
追
肥
を
控
え
る
と
と
も

に
、
奇
形
果
や
さ
び
果
等
も
適

度
に
着
果
さ
せ
、
徒
長
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
新
梢
管
理
を

徹
底
す
る
。

 
　 

野  

菜

［ 

事
前
対
策 

］

★
無
加
温
ハ
ウ
ス
で
は
、
外
気
温

が
-1
℃
以
下
に
な
る
と
予
想
さ

れ
た
場
合
に
は
、
ハ
ウ
ス
内
を
多

層
被
覆
す
る
と
と
も
に
、
状
況

に
よ
っ
て
は
簡
易
ス
ト
ー
ブ
等
を

使
っ
て
保
温
す
る
。
（
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
・レ
タ
ス
等
）

★
小
型
ハ
ウ
ス
や
一
重
ト
ン
ネ
ル

の
保
温
効
果
は
、
外
気
温
に
比

較
し
て
＋１
℃
程
度
し
か
期
待
で

き
な
い
の
で
、
低
温
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
保
温
効

果
の
高
い
被
覆
資
材
（
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
、
不
織
布
、
ム
シ
ロ
）
を
利

用
す
る
。

★
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
一
重
ト
ン

ネ
ル
栽
培
で
は
、
軟
弱
徒
長
し
な

い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
に
は
注

意
す
る
と
と
も
に
、
本
葉
５
枚

時
以
降
に
ト
ン
ネ
ル
の
裾
を
４
ｍ

間
隔
の
千
鳥
に
、
10
㎝
程
度
、
部

分
開
放
す
る
こ
と
で
、
分
け
つ
の

発
生
を
確
保
し
、
降
霜
な
ど
低

温
に
よ
る
障
害
の
軽
減
を
図
る
。

★
露
地
野
菜
は
育
苗
中
に
低
温

に
馴
化
さ
せ
て
健
苗
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
凍
霜
害
の
発
生

が
予
知
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保

温
資
材
等
で
被
覆
す
る
。

・
定
植
前
に
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
等

を
張
り
、
地
温
の
確
保
に
努
め
る
。

・
定
植
後
の
被
害
に
備
え
、
予
備

苗
を
確
保
し
て
お
く
。

［ 

事
後
対
策 

］

★
被
害
の
軽
微
な
も
の
は
葉
面

散
布
等
に
よ
り
、
樹
勢
の
回
復

を
図
る
。

★
薬
剤
散
布
に
よ
る
病
害
虫
防

除
を
徹
底
す
る
。

★
被
害
程
度
が
大
き
く
、
回
復

の
見
込
の
な
い
場
合
は
、
早
急
に

ま
き
直
し
や
補
植
を
行
う
。

　 

水  

稲

［ 

事
前
対
策 

］

★
育
苗
は
気
象
の
推
移
に
応
じ

て
、
き
め
細
か
い
管
理
を
行
う
。

特
に
、
保
護
苗
代
や
ハ
ウ
ス
育
苗

で
は
、
最
低
気
温
が
10
℃
を
下

回
ら
な
い
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
や
ハ

ウ
ス
の
保
温
、
被
覆
の
徹
底
、
水

管
理
等
に
十
分
注
意
す
る
。

［ 

事
後
対
策 

］

★
育
苗
期
に
凍
霜
害
を
受
け
る

と
、
苗
立
枯
病
が
発
生
し
や
す

く
な
る
の
で
、
防
除
基
準
に
基
づ

い
て
防
除
す
る
。

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）

凍
霜
害
か
ら

農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ
う

４箇所くらいに鉛筆の
太さ程度の空気穴（穴
を空けなくてもよい）

カンナ屑や木切れや新
聞紙を丸めて芯にする

４〜５リットルの
容器の空き缶

灯 油
・１リットルあたり１.５〜
２時間燃焼する
・太陽が出て気温が上
昇するまで燃焼し続け
る量を確保する



乗用管理機

肥料散布車マルチ張り機セット動噴

ミニ耕うん機噴霧機
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特
徴

65
歳
か
ら
生
涯
、
農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
た
だ
し
、
希
望
を
す
れ

ば
60
歳
か
ら
で
も
受
給
を
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

80
歳
未
満
で
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
死
亡
一
時
金
と
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

支
払
っ
た
農
業
者
年
金
の
保

険
料
は
社
会
保
険
料
の
控
除
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
保
険

料
額
は
、
国
に
よ
る
補
助
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
加
入
要
件
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
甲
府

市
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
条

件
や
内
容
は
農
業
者
年
金
基
金

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
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甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　 

☎
（
２
３
７
）
５
８
９
２

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・
剪

定
枝
な
ど
の
処
分
で
止
む
を
得

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
野
焼
き
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
煙

や
悪
臭
な
ど
で
近
隣
住
民
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
野
焼
き

時
に
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
に
、

焼
却
後
は
し
っ
か
り
と
消
火
し
て

く
だ
さ
い
。

無
煙
炭
火
器
の
無
料
貸
出
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

令
和
６
年
度
よ
り
農
業
機

械
を
貸
し
出
す
場
合
の
要
件
を

「
甲
府
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
」

か
ら

「
市
内
の
農
地
を
耕
作
す

る
方
」
に
変
更
し
ま
す
。

今
後
は
、
原
則
、
市
外
農
地
で

の
機
械
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

た
め
の
公
的
年
金
で
す
。

加
入
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
は
、
Ｊ
Ａ
窓
口
で
加
入
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
要
件

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た

す
方
で
す
。

１　

 

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者

（
付
加
年
金
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。
）

２　

 

年
間
60
日
以
上
、
農
業
に

従
事
す
る
方

３　

 

20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
　

 

（
60
歳
以
上
の
方
で
も
65
歳

未
満
で
あ
れ
ば
、
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
）

新
た
な
貸
出
農
機
具
で
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎
（
２
４
１
）
５
６
１
６

ロ
ー
タ
リ
ー
が
後
部
に
あ

り
安
定
し
て
作
業
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
畝
立
に
も

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
型
で
乗
車
し
て
耕
う
ん

が
で
き
ま
す
。
軽
ト
ラ
に
積

載
可
能
で
す
。

背
負
い
の
バ
ッ
テ
リ
ー
式

噴
霧
機
で
す
。

細
か
い
粒
材
の
化
成
肥
料

等
が
楽
に
散
布
で
き
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
式
の
マ
ル
チ
張
り

機
で
す
。

エ
ン
ジ
ン
・
ホ
ー
ス
・
噴
口

の
セ
ッ
ト
で
す
。

野
焼
き
時
の
注
意

農
業
機
械
の
貸
し
出
し

要
件
の
変
更
に
つ
い
て

新
た
に
導
入
し
た

農
業
機
械
の
紹
介

豊
か
な
老
後
の
た
め
に

農
業
者
年
金
に
加
入
を

積
み
立
て
方
式
で
安
心
な

終
身
年
金
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本
年
、
元
日
に
能
登
半
島

な
ど
北
陸
地
域
で
地
震
が
発
生

し
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し

た
。
被
災
し
た
皆
様
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
っ
て
か
、
こ
こ
数
年
続
く
高
温

傾
向
が
更
に
強
く
な
る
酷
暑
と

言
え
る
夏
で
、
秋
に
な
っ
て
も
い

つ
ま
で
も
暑
く
、
気
づ
く
と
冬
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
一
年

で
し
た
。
自
然
と
対
峙
し
て
い
く

私
た
ち
で
す
が
、
今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

本
誌
が
皆
様
の
日
々
の
農
業

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員　

大
森 

由
彦

農
業
者
の
経
営
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
月
４
回
、
毎
週
金
曜
日
発

行
、
購
読
料
月
額
７
０
０
円
。

 

山
梨
県
農
業
会
議

　 

☎
（
２
２
８
）
６
８
１
１

農
業
委
員  

野
澤  

洋
子

昨
年
７
月
末
に
中
立
委
員

と
し
て
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
、

毎
月
の
農
地
調
査
、
総
会
の
他

に
女
性
農
業
委
員
対
象
の
研
修

会
等
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

普
段
は
土
地
家
屋
調
査
士
と

の
合
同
事
務
所
で
行
政
書
士
を

し
て
お
り
、
事
務
局
と
は
農
地

転
用
業
務
の
み
係
わ
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
農
業
委

員
と
な
り
、
将
来
の
農
地
、
担

い
手
、
農
業
経
営
等
に
つ
い
て

「
今
」
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

12
月
に

「関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

農
業
委
員
等
研
修
会
」
が
群
馬

県
で
開
催
さ
れ
委
員
６
名
で
出

席
し
、
①
山
梨
県
は
農
業
委
員

会
の
女
性
登
用
率
最
下
位
、
②

女
性
登
用
増
加
地
域
で
農
業
者

年
金
加
入
者
増
加
・
遊
休
農
地

減
少
、
③
多
様
な
情
報
源
・ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
地
域
計
画

を
策
定
す
る
為
女
性
参
加
が
必

要
、　

等
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

農
業
は
男
性
主
導
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
女
性
参
加
が
②

の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
そ

う
で
す
。
女
性
農
業
者
と
共
に

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

野
生
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
額
の
６
割
を
占
め
る
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
特
長
は
、
ど

ち
ら
も
警
戒
心
が
強
い
動
物
で

す
が
、
一
旦
慣
れ
る
と
大
胆
に

行
動
す
る
図
太
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昼
夜
を
問
わ
ず
餌
を
求

め
て
活
動
し
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
鳥
獣
被
害

は
起
き
る
の
か
、
要
因
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

収
穫
し
な
い
ま
ま
の
果
実
や

野
菜
の
収
穫
残
渣
や
収
穫
後
の

イ
ネ
の
ひ
こ
ば
え
、
何
気
な
く

放
置
を
し
て
い
る
植
物
な
ど
が
エ

サ
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り 

ま
す
。

雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
り
見

通
し
の
悪
い
場
所
は
動
物
の
隠

れ
場
所
や
エ
サ
を
獲
る
場
所
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
動
物
が
、

人
の
目
に
触
れ
ず
に
容
易
に
農

地
へ
近
づ
く
環
境
を
作
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
遭

遇
し
た
ら
ま
ず
、
身
の
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め

に
、「大
き
な
声
を
出
さ
な
い
（脅

か
せ
な
い
）」
「攻
撃
し
な
い
」
「近

づ
か
な
い
」
「
ゆ
っ
く
り
行
動
す

る

（
背
中
を
見
せ
ず
に
ゆ
っ
く

り
逃
げ
る
）」
「エ
サ
を
与
え
な
い
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

土
屋
　
明
彦
　
様

令
和
５
年
度

「
甲
府
市
農
業

賞
」
は
上
曽
根
町
の
土
屋
明
彦

様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

土
屋
様
は
、
昭
和
40
年
に

高
校
を
卒
業
後
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
当
初
は
、
養
蚕
、
プ
リ
ン

ス
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
行

い
、
現
在
は
ブ
ド
ウ
、
地
域
特

産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
梨
を
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の
傍
ら
、
農
業
青
年
ク

ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
後
期
か
ら
平
成

中
期
ま
で
実
施
さ
れ
た
、
上
曽

根
地
区
の
畑
地
か
ん
が
い
整
備

事
業
に
お
い
て
は
、
運
営
に
係

る
役
員
を
務
め
、
地
域
農
業
の

振
興
及
び
農
業
環
境
改
善
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
、
夫
婦
で
地
域
の
模

範
と
な
る
農
業
経
営
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

編

集

後

記

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

 
受
賞
お
め
で
と
う

          

ご
ざ
い
ま
す

女
性
農
業
委
員
と
し
て

女
性
農
業
委
員
と
し
て

野
生
の
鳥
獣
に
よ
る

野
生
の
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
を

農
作
物
の
被
害
を

抑
え
る
た
め
に

抑
え
る
た
め
に

何
気
な
く
放
置
し
て
い
る

作
物
な
ど
が
野
生
の
獣
の

エ
サ
に
な
っ
て
い
る

野
生
の
鳥
獣
の

す
み
家
と
な
る
場
所
が
あ
る

全
国
農
業
新
聞
の

全
国
農
業
新
聞
の

購
読
者
を

購
読
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
し
て
い
ま
す
！


